
窓 口
業務時間

本
庁
・
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　
　

     

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
証
明
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー    

10
時
〜
19
時
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児
童
虐
待
は
重
大

な
人
権
侵
害
で

す
。
虐
待
を
受
け

て
い
る
と
思
わ
れ

る
子
ど
も
が
周
り

に
い
た
ら
、
迷
わ
ず
次
の
相
談
先
や
地
域

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
連
絡
は
匿
名
で
も
可
能
で

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
先
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
内
子
育
て
支
援

課
☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
０
２
、
児

童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
☎
１
８
９

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
悩
み
相
談
し
て

　
家
事
や
家
族
の
世
話
を
通
常
の
手
伝
い

の
範
囲
を
超
え
て
日
常
的
に
し
て
い
る
子

ど
も
を
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
捉
え
て
い

ま
す
。
年
齢
や
成
長
の
度
合
い
に
合
わ
な

い
重
い
責
任
を
負
う
こ
と
で
、
学
業
な
ど

に
支
障
が
生
じ
た
り
子
ど
も
ら
し
い
生
活

が
送
れ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
問
題
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
な
い
・
悩

ま
せ
な
い
た
め
に
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と

思
わ
れ
る
子
ど
も
が
周
り
に
い
た
ら
、
次

の
相
談
先
や
学
校
な
ど
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
相
談
は
匿
名
で
も
可

能
で
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
先
＝
子
育
て
支
援
課 

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
０
２

旬
～
来
年
１
月
中
旬
（
土
日
曜
・
年
末
年

始
休
業
日
を
除
く
）

場
市
役
所
農
政
課

問
同
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
７
０
２

互
い
に
認
め
合
う
社
会
を
目
指
し
て

　
12
月
３
日
㈯
か
ら
９
日
㈮
ま
で
は
障
害

者
週
間
。
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

互
い
に
認
め
合
い
、
共
に
生
き
る
社
会
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
虐
待
は
障
害
者
の

尊
厳
を
脅
か
し
、
自
立
や
社
会
参
加
を
妨

げ
ま
す
。
養
護
者
や
福
祉
施
設
の
職
員
、

使
用
者
に
よ
る
暴
力
や
暴
言
な
ど
の
行
為

に
気
付
い
た
ら
、
市
障
害
者
虐
待
防
止
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
２

２
）
に
通
報
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
関
連
資
料
と
福
祉
施
設
の
製
品
展
示

時
11
月
25
日
㈮
～
12
月
２
日
㈮
（
２
日

㈮
は
13
時
ま
で
）

場
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

問
障
害
福
祉
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
１
４

児
童
虐
待
に
気
付
い
た
ら
連
絡
を

　
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
。
身

体
的
・
性
的
・
心
理
的
に
傷
つ
け
た
り
、

ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
放
棄
）
し
た
り
す
る

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
経
済
的
に
納
め
る

こ
と
が
難
し
い
と
き
は
、
免
除
制
度
も
あ

り
ま
す
。

●
年
金
記
録
は
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
確
認

　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
活
用
で
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ホ
か
ら
年
金
記
録
の
確
認
や
年

金
見
込
額
の
試
算
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
前
橋
年
金
事
務
所

☎
０
２
７
‐
２
３
１
‐
１
７
０
６

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
や
仕
事
、家
庭
、

近
隣
間
の
悩
み
事
な
ど
暮
ら
し
の
中
で
起

こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
人

権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

時
12
月
９
日
㈮
13
時
30
分
～
16
時

場
中
央
公
民
館
５
０
８
学
習
室
、
宮
城
・

富
士
見
公
民
館

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
５
１
７

女
性
の
人
権
相
談
を
強
化

　
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

に
伴
い
、電
話
相
談
窓
口（
☎
０
５
７
０
‐

０
７
０
‐
８
１
０
）
の
受
付
時
間
を
延

長
。
相
談
は
人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職

女
性
へ
の
暴
力
を
な
く
す
運
動

　
11
月
12
日
㈯
か
ら
25
日
㈮
ま
で
は
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
で
す
。

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
や
性
犯
罪
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
、
売
買
春
、
人
身
取
引
、

セ
ク
ハ
ラ
な
ど
は
、
人
権
を
侵
害
す
る
決

し
て
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。
一
人
で
悩

ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
期
間

中
は
日
本
ト
ー
タ
ー
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
前

橋
と
臨
江
閣
を
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
の
紫
色

に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

問
Ｄ
Ｖ
電
話
相
談

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
５
２
４

11
月
30
日
は
年
金
の
日

　

11
月
30
日
は
年
金
の
日
。
国
民
年
金

は
、
働
く
世
代
が
高
齢
者
世
代
を
支
え
る

世
代
間
扶
養
の
仕
組
み
で
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
病
気
や
け
が
で
働
け
な
く
な
っ
た

と
き
や
一
家
の
支
え
手
が
亡
く
な
っ
た
と

き
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
が
あ
な
た
や
家
族
を
支
え
ま
す
。
こ
れ

ら
の
利
点
を
受
け
る
に
は
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
保
険
料
は
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
で

直
接
納
め
ら
れ
る
ほ
か
、
口
座
振
替
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
に
よ
る
納
付
方
法

お
知
ら
せ

氷
河
期
世
代
の
就
職
を
サ
ポ
ー
ト

　
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
ま
え
ば
し
で
は
、
市

内
在
住
の
お
お
む
ね
36
歳
か
ら
51
歳
ま
で

の
人
を
対
象
に
、
就
職
支
援
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
専
門
家

に
よ
る
適
職
診
断
や
能
力
開
発
な
ど
の
就

職
相
談
の
ほ
か
、
各
種
講
座
や
資
格
取
得

支
援
な
ど
、
就
職
に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ポ
ー
ト
を
実
施
。
就
職
後
も
職
場
定
着

に
向
け
、
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
参
加
に
は

ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
ま
え
ば
し
の
登
録
が
必

要
。
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

時
平
日
９
時
～
17
時

●
就
職
支
援
講
座

時
11
月
～
来
年
３
月
、
19
時
～
20
時
30
分

場
同
セ
ン
タ
ー

対
お
お
む
ね
36
歳
～
51
歳
の
人

申
各
講
座
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
同

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

問
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
５
２
‐
０
５
０
０

高
校
進
学
希
望
者
に
奨
学
金
貸
与

　
高
校
な
ど
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
、
経

済
的
不
安
の
あ
る
中
学
生
に
奨
学
金
を
貸

与
し
ま
す
。

貸
与
期
間
＝
４
月
か
ら
卒
業
ま
で
の
最
短

修
業
年
限

対
次
の
全
て
を
満
た
す
市
内
在
住
の
中
学

生
、
若
干
人
（
選
考
）。
❶
品
行
方
正
、

身
体
健
全
、
学
業
優
秀
❷
高
校
（
高
専
）・

専
修
学
校
の
高
等
課
程
に
進
学
を
希
望
❸

経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
❹
ほ
か
に

奨
学
金
の
貸
与
・
給
付
を
受
け
て
い
な
い

貸
与
月
額
＝
〈
国
公
立
〉
１
万
２
，
０
０

０
円
〈
私
立
〉
１
万
８
，
０
０
０
円

返
還
方
法
＝
卒
業
後
６
カ
月
～
10
年
間
で

年
４
期
に
分
け
て
返
還
（
無
利
子
で
、
一

括
・
繰
り
上
げ
返
還
可
。
大
学
・
短
大
な

ど
上
級
学
校
へ
進
学
し
た
場
合
は
、
在
学

期
間
中
の
返
還
延
期
あ
り
）

申
12
月
９
日
㈮
ま
で
に
在
学
す
る
中
学
校

へ
直
接

問
学
校
教
育
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
１
５

農
振
計
画
変
更
案
を
縦
覧

　
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
を
変
更
。
４

月
に
受
け
付
け
た
農
振
除
外
の
個
別
申
し

出
に
伴
う
計
画
の
変
更
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
る
か
本
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

時
〈
縦
覧
・
意
見
書
の
提
出
〉
11
月
下

旬
～
12
月
下
旬
〈
異
議
申
し
出
〉
12
月
下

員
が
対
応
し
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

時
11
月
18
日
㈮
～
24
日
㈭
、
８
時
30
分
～

19
時
（
土
日
曜
・
祝
日
は
10
時
～
17
時
）

問
前
橋
地
方
法
務
局

☎
０
２
７
‐
２
２
１
‐
４
４
６
６

犯
罪
被
害
者
支
援
活
動
に
理
解
を

　
11
月
25
日
㈮
か
ら
12
月
１
日
㈭
ま
で
は

犯
罪
被
害
者
週
間
で
す
。警
察
や
市
で
は
、

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
な
ど
へ
の
支
援

活
動
を
民
間
団
体
と
連
携
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
活
動
に
関
す
る
展
示

を
実
施
し
ま
す
。

時
11
月
16
日
㈬
・
17
日
㈭
、
10
時
～
18
時

場
け
や
き
ウ
ォ
ー
ク
前
橋
２
階
中
央
ブ
リ

ッ
ジ
（
文
京
町
二
丁
目
）

問
防
災
危
機
管
理
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
３
９

災
害
に
備
え
訓
練
放
送
を
実
施

　
国
民
保
護
情
報
を
想
定
し
た
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
の
全
国

一
斉
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
本

市
で
は
防
災
行
政
無
線
と
防
災
ラ
ジ
オ
か

ら
訓
練
放
送
が
流
れ
ま
す
。
実
際
の
災
害

と
間
違
え
な
い
よ
う
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

時
11
月
16
日
㈬
11
時

問
防
災
危
機
管
理
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
９
３
５

く
ら
し
の
情
報

ようこそ
市長室へ

HP

市長コラム
Mayor's  Column

　明治維新になり、生糸によって栄えた前橋は、横浜、
水戸、東京に次いで、関東で４番目に市になりました。
そして、この130年の間、昭和恐慌や戦争、ドル・ショッ
ク…さまざまな危機に見舞われましたが、その時々の市
民の力により乗り越えてまいりました。
　そして今、人口減少やエネルギー価格の高騰、そして
景気の低迷など、新たな危機に直面しております。しかし、
前橋は必ず乗り越えられるはずです。市民の和がそれを
可能にしてくれるはずです。

　手をつなぎ　明日へ向かって　歩む道
　明日は今日より　幸多きなり

広報まえばし　11月号17 16


